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　富士見高原病院への通院や役場周辺へ出かける
際に利用。セロリン号で足りない部分は、いぬの
足サービスを利用しますが、大体徒歩で移動しま
す。運行時間に合わせ通院を予約し、ついでに買
い物など用事を済ませるようにしています。
　自宅への帰りが登り坂になるので、バス停を工
夫して帰りも坂を下って移動できるようにしてい
ます。

斎藤 美彌子さん（中新田）

　穴山線、セロリン号、徒歩を組
み合わせて、仕事や介護施設に
行っています。停留所は近くにあ
るので使いやすいです。ダイヤは
以前の方が便利でしたが、改正後
も工夫して利用しています。
　休憩所のあるスーパーで買い物
をするようにして、待ち時間は友
人とお茶をして楽しんでいます。
介護施設の往復は、往きは良いで
すが、帰りが困ります。

小池 和子さん（柳沢）

　現在の公共交通は諏訪中央病院やもみの
湯へ行く時に使います。もみの湯へは行き
帰り２本あり、今の本数で満足ですが、中
央病院経由は帰りの便がもう１本があれば
いいですね。
　村内の他方面への乗り継ぎも良く、運転
手さんとも顔見知りになりました。家の前
がバス路線のフリー乗降区間なので手上げ
で乗り降りできるのがありがたいです。

匿名希望（大久保）

　山梨の病院に通院のためにすずらんの里駅まで
利用、帰りは富士見駅からバスを利用するか、青
柳駅から役場まで徒歩で移動します。役場周辺に
出かけるのは週一回程度ですが、往きは徒歩、帰
りはバス利用になります。
　ペンションから役場までは運行数が多いので便
利ですが、各駅までのアクセスが不便なので充実
させて欲しいです。

早川 繁さん（ペンション）

2

原村の公共交通を考える。
　八ヶ岳の裾野から中央自動車道まで拡がる原村。広大な農地や森林地帯も多く、村内や村外への移動に自家用車
は欠かせません。しかし高齢化が進む現在、自家用車以外の交通手段の整備は重要な課題です。また学生など若年
層にとっても利用しやすいしくみを検討する必要があります。
　当初予算500万円（タクシー２台借上げ）に２号補正400万（システム構築、調査分析、端末レンタル）を加
え、村では10月からオンデマンド公共交通の実証実験を開始します。
　今回、自身では車を運転されず、公共交通を利用されている４名の方を取材し、公共交通の利用状況や今後につ
いてお話を伺いましたので紹介します。



　
取
材
を
通
じ
て
、
多
少
の
不
便
は
感
じ
な
が
ら
も
、
皆
さ
ん
が
工
夫
を
し
な

が
ら
上
手
に
公
共
交
通
に
あ
わ
せ
生
活
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
驚

い
た
の
は
、
皆
さ
ん
本
当
に
よ
く
歩
く
こ
と
。

　
　
取
材
時
に
出
た
「
免
許
証
を
返
納
す
れ
ば
、
今
ま
で
の
よ
う
な
生
活
は
出

来
な
く
な
る
。
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
そ
れ
な
り
の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。」

と
い
う
言
葉
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　
今
回
取
材
で
き
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
や
歩
く
の
が
困
難
な
方
に
は
、
ま
た

別
な
状
況
が
あ
る
。
今
後
、
様
々
な
環
境
に
あ
わ
せ
た
公
共
交
通
の
検
討
が
必

要
に
な
る
だ
ろ
う
。
空
席
の
目
立
つ
便
も
多
い
。
よ
り
多
く
の
利
用
を
図
る
た

め
利
用
者
以
外
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
課
題
の
洗
い
出
し
を
望
む
。

　
議
会
は
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
村
で
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
る
よ
う
研

究
し
、
議
論
し
て
い
く
。

ギ カ イ の シ テ ン 公共交通は気を使わない
　困った時や緊急時には皆さんお願いできる家族・友達・
仲間がいた。しかし、「お礼しなくては」、「迷惑かけていな
いだろうか」と気を遣うようだ。公共交通は気を使わず利
用できるので気持ち的に楽で良い手段。

デマンド便導入で
　公共交通に求められているのはスーパー、病院、駅など
主要施設へのアクセスの良さ。デマンド便でアクセス向上
が見込めそうだが、電車の発着やスケジュール管理を考え
ると目的地に時間通りに着くか心配。主要路線や通勤・通
学便を残して欲しいという要望があった。通勤・通学便に
おいては、最近、子どもの利用が多く乗れない時があり、
解決を望む声もある。また、原山地区や村の南エリアは生
活圏域が富士見町方面であり、今後、富士見町との共同運
営も考えて欲しいとの声も出た。

現状くらいの料金で
　現状の料金に不満を持つ方はなかった。今後デマンド便
導入においては、現状くらいが望ましいとしながらも、利
便性が良ければ多少高くなるのも仕方ないとの意見もあっ
た。また、料金体系は一律にするなど分かりやすくするこ
とや、使いやすい回数券を求める声もあった。

今日は
どうやって
診療所に

来ましたか

セロリン号を
利用した
ことは

自分で
運転
22人

ある　
9人

それ以外
４人

ない　
28人

セロリン号
１人

未回答 １人

送迎
9人

原村診療所へ来られた方に
アンケートで聞きました

（田舎暮らし推進係による調査）
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原村の公共交通を考える。特 集



か ら議審

安
心
・
便
利
な
行
政
窓
口
に

　
村
長
提
出
13
件
、
委
員
会
・
議
員
提
出

６
件
が
提
出
さ
れ
、
陳
情
５
件
を
審
議
し

た
。
第
１
号
・
２
号
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
支
援
事
業
と
公
共

交
通
推
進
事
業
。
第
３
号
で
は
、
緊
急
経

済
対
策
原
油
価
格
と
物
価
高
騰
に
対
応
し

た
事
業
な
ど
を
可
決
し
た
。

　
国
保
会
計
で
は
、
レ
セ
プ
ト
点
検
と
病

類
統
計
デ
ー
タ
作
成
を
担
当
し
て
い
た
会

計
年
度
任
用
職
員
の
退
職
に
よ
り
、
職
員

で
は
対
応
で
き
な
い
レ
セ
プ
ト
点
検
を
国

保
連
合
会
へ
委
託
す
る
。
ま
た
、
病
類
統

計
は
、
国
保
連
合
会
で
は
作
成
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
デ
ー
タ
が
無
い
こ
と
に
よ

る
病
気
の
予
防
や
対
策
に
ど
の
よ
う
に
影

響
が
で
て
く
る
か
注
視
し
て
い
く
。

　
今
後
、
専
門
性
の
あ
る
業
務
を
、
誰
が

行
う
の
か
検
討
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　　地方創生臨時交付金として新型コロナウイルス感染症対
策支援事業に8,606万円（第１号）、物価高騰・緊急経済対
策事業に5,277万円（第３号）など、10,515万円（第１
号）、1,847万円（第２号）、9,276万円（第３号）の補正を
行った。

	 定例会概要 �

一般会計補正予算

窓口電子申請用タブレット配
置事業 �  88万円
　タブレット購入　８台
　住民と接触機会の多い窓口業務において、非接
触のタブレットを導入し、住民が電子申請を手軽
に行えるよう、普及促進を図る。

らくらく窓口証明書交付�
サービス導入 �  143万円
　タッチパネル設置　２台
　マイナンバーカードを活用した証明書交付。

導入の効果は。

ひとり当り５分
程度の時間が短
縮できる。

Q

A

写真は岡谷市役所
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私
た
ち
の
暮
ら
し
に

�
地
方
創
生　

臨
時
交
付
金

ど
う
生
か
す
？



６月定例会

区
や
自
治
会
も
安
全
に

第
２
弾　

区
及
び
自
治
会
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

�

６
８
７
万
円

　
区
お
よ
び
自
治
会
が
活
動

を
安
心
か
つ
継
続
的
に
実
施

す
る
た
め
、
令
和
３
年
度
に

整
備
し
き
れ
な
か
っ
た
必
要

な
消
耗
品
、
備
品
の
購
入
及

び
軽
微
な
改
修
並
び
に
防
災

活
動
を
後
押
し
す
る
。
世
帯

数
×
１
，５
０
０
円
＋
15
万

円
の
合
計
を
上
限
に
、
必
要

な
経
費
の
一
部
を
補
助
す

る
。

第1弾　活用事例
南原公民館

抗菌タイルカーペット張り替え実施

〈その他の活用実績〉
　公民館自動水栓設置・非接触体
温計・AI カメラ・ノートパソコ
ン・Wi-Fi ルーターの購入等

村内施設を支え、住民に生かす
第4弾　がんばろう原村�
応援商品券事業 �  2,615万円
　影響を受けている事業者を、住民一丸となって応援す
る。村内に住所がある者を対象に、3,000円分（500円×
6枚）の商品券を送付して、消費行動で支援する。

村民限定観光施設無料券配布事業�
�  455万円
　村内観光施設無料券を配布することで事業者に間接支
援を行う。八ヶ岳自然文化園、八ヶ岳美術館（八ヶ岳民
族資料館）、もみの湯の各施設が、それぞれ１回無料利
用できる。

より安心な学びの場へ
―学校教育感染防止対策支援―

小・中学校オンラインスクール用
機器整備事業 �  387万円
　児童生徒の自宅をオン
ラインで繋ぎながら教師
や地元の講師による学習
支援を行うための機器

（一眼レフカメラ、ノー
トパソコン、動画編集ソフトなど）を整備する。

こひつじ幼稚園 �  164万円
　テーブル、椅子、収納棚を抗ウイルス仕様にし、
園児・職員の感染防止対策支援を行う。

八ヶ岳中央農業実践大学校�
�  100万円
　アルコール、パーテーション等の購入を想定し、
学生・職員の感染防止対策支援を行う。

なぜ幼稚園、大学校へ補助するのか。

村内の教育施設における感染拡大防止対策は
重要であるため。

Q

A
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か ら議審

〇は賛成、×は反対、△は趣旨採択又は一部採択に賛成、
▽は退席、―は欠席、議長は可否同数時のみ裁決する。

結　
　
果

半
田　

裕

中
村
浩
平

宮
坂
早
苗

佐
宗
利
江

森
山
岩
光

松
下
浩
史

平
出
敏
廣

北
原
貴
穂

宮
坂
紀
博

百
瀨
嘉
德

≪村長提出≫
承認第６号 専決処分の承認（令和４年度原村一般会計補正予算（第１号）） 承認 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第19号 原村議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一
部を改正する条例 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第23号 令和３年度 子ども子育て支援センター建設工事請負契約の
締結 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

≪議員提出≫

発委第４号
「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並
みの水準に戻すこと」を求める意見書案の提出
　提出者　原村議会 社会文教常任委員長　宮坂　紀博

可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委第６号
児童福祉施設認可申請の手続きが円滑に進められることを求
める決議案の提出
　提出者　原村議会 社会文教常任委員長　宮坂　紀博

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

発議第４号 少人数学級推進と教育予算の増額を求める意見書案の提出
　提出者　原村議会議員　平出　敏廣

議長裁決
可決 × ○ ○ ○ × ○ ○ × × ×

発議第５号 児童福祉施設に関する決議案の提出
　提出者　原村議会議員　宮坂　紀博 否決 × × × ○ × × × ○ ○ ×

≪陳情≫

陳情第３号 「八ヶ岳風の子保育園」の早期認可を求める陳情書
　提出者　八ヶ岳風の子保育園　園長　橘田　美千代 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

陳情第５号 さらなる少人数学級推進と、教育予算の増額を求める陳情書
　提出者　長野県教職員組合諏訪支部　代表者　平出　正章

議長裁決
採択 × ○ ○ ○ × ○ ○ × × ×

陳情第６号
「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並
みの水準に戻すこと」を長野県知事に求める陳情書
　提出者　長野県教職員組合諏訪支部　代表者　平出　正章

採択 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情
第７号

諏訪湖生態系回復を強力に推進することを求める陳情
　提出者　諏訪湖漁業協同組合　代表理事組合長　武居　薫 一部採択

（動議）
所管委員会報告では「全会一致で採択すべ
き」であったが、動議が可決され、２項、３項
についての「一部採択」とした。

動議
「対策を講じる」については、二重行政になるのではという
疑念がある。
２項３項については賛同できるため、一部採択とすべきである。
　提出者　原村議会議員　松下　浩史

可決 ○ ○ × × ○ ○ ○ × × ○

動議が可決されたため、以下陳情項目１件ずつ採決を行った。
１　�諏訪湖などの魚介類の生態を踏まえた漁獲量激減対策と

流入河川の更なる環境改善を、諏訪圏域６市町村の共通
課題と認識して、早急に調査研究し対策を講ずること。

不採択 × × ○ ○ × × × ○ ○ ×

２　�上記を諏訪広域連合で規定する「広域的課題の調査研究
に関する事務」として取り上げ、調査研究事務を推進す
ること。

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３　�その結果を踏まえ、諏訪広域連合および諏訪湖浄化対策
連絡協議会から長野県・国に提言・要望をすること。 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

賛否が分かれた議案等

動議とは？ 	  �会議の議事の進行の過程において、議会の意思決定を求めて議員から提案される議案以外のものです。
具体的には、休憩、質疑や討論の終結など、会議の途中に口頭で行われる議事の進行や審議手続に関
するものがほとんどです。動議は、所定の賛成者があれば成立し、議題となり議決されます。

一部採択とは？ 	  願意が妥当であり、一部について実現性がある場合に一部採択とすることができます。

ミニ解説
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６月定例会

「八ヶ岳風の子保育園」の早期認可を求める陳情書

さらなる少人数教育推進と、教育予算の増額を求める陳情書

問　

�

４
月
に
開
園
し
て
か
ら
、
見
え
て
き
た
課

題
は
。

答　

�

公
的
補
助
が
な
い
た
め
、
保
育
希
望
は
あ

る
が
保
育
費
用
１
人
３
万
５
千
円
／
月
で
、

２
人
で
は
７
万
円
に
な
り
、
農
家
や
パ
ー

ト
の
方
に
負
担
を
し
て
貰
う
の
は
難
し
い
。

問　

�

認
可
書
類
に
必
要
な
村
の
施
設
と
の
連
携

は

答　

�

教
育
委
員
会
と
の
施
設
連
携
協
定
を
６
月

３
日
付
で
締
結
し
た
。

審議より

問　

�

小
学
校
の
担
任
は
一
名
だ
が
、
複
数
担
任
制
な
ど

の
検
討
を
し
て
い
る
か
。

答　

�

低
学
年
で
は
、
多
く
の
学
校
で
支
援
員
の
先
生
が

入
っ
て
い
る
。
月
ご
と
に
担
任
が
代
わ
る
学
年
担

任
制
を
行
っ
て
い
る
学
校
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
が
試
行
錯
誤
で
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

問　

�

長
野
県
が
実
施
し
て
い
る
30
人
規
模
学
級
の
上
限

は
。

答　
現
状
35
人
で
あ
り
、
上
限
30
人
を
目
指
し
た
い
。

審議より

・�
熱
意
は
感
じ
る
が
住
民
意
思
要
望
が
あ
る
の

か
。

・�

村
内
住
民
意
思
形
成
が
な
い
の
で
は
。

反対討論

・�

学
級
数
を
増
や
す
こ
と
で
教
員
の
負
担
軽
減
に
は
な

ら
な
い
の
で
は
。

・�

行
き
届
い
た
教
育
の
面
で
は
担
任
、
副
担
任
体
制
で
子

ど
も
に
目
が
届
く
様
に
な
り
、
教
員
の
負
担
軽
減
に
な

る
。

・�

小
学
校
で
の
35
人
学
級
の
成
果
を
確
認
し
て
か
ら
で

も
良
い
の
で
は
。

・�

教
職
員
の
意
見
だ
け
で
な
く
、
生
徒
、
父
兄
の
意
識

調
査
も
必
要
。

反対討論

　当村では実施していない、生後10か月未満の子どもの乳児保育園の開設を目指し、2021年7月から村との話し
合いを行っている。当初「10か月未満児の保育制度は村の課題」、「官民連携でやるのが新しいやり方」等の発言
があり、この意向を受けて、お母さんたちの要望に応えられる乳児保育園の認可手続きと開園の準備を進めてき
た。認可申請のための手続きに時間を要したが、保育体制を整え4月1日に無認可で開園。村が提唱する「笑顔
あふれる原村の子どもたちへ」を乳児保育の分野で実現するため、早期認可を求めるもの。

　2021年度からの５年計画で全ての小学校で35人学級が実現する。しかし、中学校は40人学級のままである。
「新しい生活様式」における身体的距離の十分な確保のためにも、少人数学級のさらなる推進は必要。
　どの子にもゆきとどいた教育の実現と職員の働き方改革の実現のためにも、抜本的な定数改善計画に基づく教
職員定数の改善と教育予算の増額、複式学級の学級定員を引き下げることを求めるもの。

・�

ニ
ー
ズ
の
有
無
は
「
八
ヶ
岳
風
の
子
保
育

園
」
が
開
園
を
し
て
お
子
さ
ん
を
預
か
っ
て

い
る
現
状
が
あ
る
。

・�

村
の
保
育
園
は
1
、
2
歳
児
に
つ
い
て
年
度

初
め
か
ら
定
員
に
な
り
、
中
途
の
入
園
は
で

き
な
い
状
況
に
あ
る
。

・�

一
日
で
も
早
く
認
可
し
公
費
助
成
を
行
う
べ

き
、
利
用
者
の
安
心
に
つ
な
が
り
、
事
業
継

続
に
つ
な
が
る
。

・�

格
差
無
き
公
的
保
育
を
保
証
す
る
た
め
に
も

認
可
は
必
要
。

賛成討論

・�

長
野
県
は
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
30

人
学
級
上
限
35
人
と
し
て
い
る
。

・�

小
学
校
は
35
人
学
級
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が

中
学
校
は
40
人
の
ま
ま
で
あ
る
。

・�

長
野
県
は
県
費
で
行
っ
て
い
る
た
め
国
庫
負
担
に
な

れ
ば
県
、
自
治
体
の
負
担
も
少
な
く
な
る
。

・�

文
科
省
も
30
人
規
模
学
級
を
目
標
と
し
て
い
る
。

賛成討論

　
議
会
で
は
、
今
回
の
申
請
者
が
、
村
の
申
請
書
不
備
に
よ
る

申
請
手
続
き
に
苦
慮
さ
れ
た
事
か
ら
、
今
後
の
新
た
な
申
請
手

続
き
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、「
児
童
福
祉
施
設
認
可
申
請
の
手
続

き
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
求
め
る
決
議
」を
可
決
し
た
。

　
賛
否
同
数
で
議
長
裁
決
と
な
り
、
議
長
は
採
択
と
し
た
。「
少
人
数

教
育
推
進
と
、教
育
予
算
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書
」を
国
に
提
出
し
た
。
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か ら議審

村
の
経
済
を
支
え
る

― 
緊
急
経
済
対
策 

―

原村農業者緊急支援給付金支給事業
�  2,800 万円

　
物
価
や
原
油
の
高
騰
を
受
け
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
の
暖
房
費
や
農
機
の
燃
料
代
、
肥
料
や
農

薬
な
ど
農
業
資
材
の
高
騰
が
続
い
て
い
る
。
農

産
物
の
価
格
は
変
わ
ら
な
い
一
方
で
経
費
が
膨

ら
み
続
け
る
と
い
う
、
農
家
に
と
っ
て
大
変
に

厳
し
い
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

　
対
象
者
は
個
人
に
お
い
て
は
令
和
3
年
分
の

農
業
所
得
を
申
告
し
て
い
る
者
、
法
人
は
直
近

期
の
決
算
を
作
成
し
、
法
人
住
民
税
を
申
告
し

て
い
る
者
。
給
付
額
は
対
象
経
費
（
種
苗
費
・

素
畜
費
・
肥
料
費
・
飼
料
費
・
農
薬
衛
生
費
・

諸
材
料
費
お
よ
び
動
力
光
熱
費
）
の
2
パ
ー
セ

ン
ト
（
上
限
50
万
円
）。

　

本
村
の
基
幹
産
業
で
も
あ
る
農
業
に
お
い

て
、
事
業
者
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
。

Ｑ　
２
％
の
根
拠
は
。

Ａ　

�

物
価
高
騰
率
の
２
・
１
％
に
対
応
し

た
も
の
。

Ｑ　
対
象
戸
数
は
。

Ａ　

�

農
家
戸
数
４
１
０
戸
。
概
ね
４
０
０
戸

を
見
込
ん
で
い
る
。

　長年セロリの生産をしていますが、近年
は異常気象がしばしばあり、今後は作物の
出来がさらに心配です。村全体の生産量は
落ちていませんが農家の数は減っていま
す。人材確保も課題のひとつで、現在は外
国人の研修生で何とかやりくりしています
が、これから日本人労働力の確保はどんど
ん難しくなっていく気がします。

篠原 昭さん
（中新田）
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６月定例会

学校給食費補助事業
� （小中学校）   263 万円

第
５
弾 

事
業
継
続
特
別
給
付
金
事
業

�
 

２
，
５
０
０
万
円

商工会部会員の声
・�製造業・建設業の現場では、資材・燃料の高騰があるが、価格に転

嫁できないため、収益性が悪化している。
・�コロナとロシアのウクライナ侵攻の影響で、半導体・部品の調達が

難しく、国内で部品製造等を行う予定であるが、時間を要する。
・�今後、脱炭素化に向けた新しい事業の構築も視野に入れ、経営を考

えて行く時期にきている。

　原油価格・物価高騰によ
り、給食食材費が増加する
と予測される。食材費の高
騰分を１食当り20円補助す
ることで、保護者の負担軽
減を図る。

保育園への補助は？

保育園は、給食費ではなく副食費。一定以上の収
入のある方からいただいているため、物価高騰の
影響は小さいと考える。

Q

A

　
長
期
化
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
加
え
、
原
油
価
格
や
電
気
・
ガ

ス
料
金
を
含
む
物
価
の
高
騰
に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い
る
事
業
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
。
個
人

は
村
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
事
業
者
、
法
人
は
村
内
に
本
店
ま
た
は
主
た
る
事
務
所
が
あ
る

事
業
者
。
給
付
額
は
対
象
経
費
（
租
税
公
課
・
減
価
償
却
費
・
給
料
賃
金
を
除
い
た
額
）
の
２

パ
ー
セ
ン
ト
（
上
限
10
万
円
）。

商工会職員のみなさん

　材料等の高騰により、融資相談案件が倍増しています。収益悪化の
状況下、補助金の活用で危機を脱したいという事業者も多いです。村
と連携した取組みや事業の PRを行い、地域全体のために貢献してい
きたいです。
　後継者不足への対応も喫緊の課題だと思われます。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
議
会
運
営
に
つ
い
て
、
議
会
を
開
く
時
間
的
な
余
裕
が
無

い
こ
と
に
よ
る
長
の
専
決
処
分
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
専
決
処
分
は
、
特
に
緊
急
を
要
し
、
議
会
召
集
を
す
る
時
間
的
余
裕
が

な
い
事
が
明
ら
か
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
行
使
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
議
会
で
承
認
を
得
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
不
承
認
で
も
効
力

は
変
わ
ら
な
い
。
当
村
議
会
で
は
、
専
決
処
分
を
行
う
必
要
が
あ
る
場
合

は
、
事
前
に
全
員
協
議
会
で
説
明
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
議
会
運
営
の
方
法
に
つ
い
て
の
検
証
が
必
要
な
時
期
に
き
て
い
る
。

　
令
和
元
年
に
世
界
中
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
、「
新
し
い
生
活
様
式
」
が
日
常
と
な
る
な
か
、
農
業
に
お
け
る
緊
急
経

済
対
策
で
は
、
荷
造
り
運
賃
手
数
料
の
段
ボ
ー
ル
箱
代
等
の
経
費
が
対
象

に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
、
猛
暑
の
中
、
教
育
現
場
へ
の
冷
房
設
備
未
設
置

な
ど
、
専
決
で
議
論
が
十
分
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
住
民
生
活
へ
の
影

響
は
懸
念
さ
れ
る
。
議
会
は
、
住
民
の
声
を
反
映
さ
せ
、
住
民
の
豊
か
な

暮
ら
し
の
実
現
に
向
け
、
議
会
の
権
限
を
行
使
し
て
い
く
。

ギ カ イ の シ テ ン

2019年10月から、保育料の無償化に伴い、国の示す保
育事業運営基準により、保育行政が行われている。副
食費については、当村独自に、第4階層の利用者まで副
食費の免除を行い、第5階層からは、月額4,500円の副
食費を徴収している。

ミニ解説
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中
村 

浩
平
議
員

１
．五
味
村
長
の
教
育
行
政
等
へ
の
介
入
問
題

２
．村
保
育
園
の
大
改
革
を

北
原 

貴
穂
議
員

１
．国
費
に
よ
る
給
付
金
の
迅
速
な
支
給
に
向
け
て

２
．八
ヶ
岳
中
央
農
業
実
践
大
学
校

３
．住
民
か
ら
の
要
望
事
項

平
出 

敏
廣
議
員

１
．小
学
校
で
の
ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
苗
配
布

２
．ゲ
ノ
ム
編
集
及
び
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
の
安
全
性
を

ど
う
考
え
る
か

３
．八
ヶ
岳
中
央
農
業
実
践
大
学
校
と
民
間
企
業
の
連
携

４
．新
た
な
高
齢
運
転
者
対
策
で
の
公
共
交
通
の
在
り
方
は

５
．コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
４
回
目
は

森
山 

岩
光
議
員

１
．高
原
野
菜
の
産
地
維
持
プ
ラ
ン

２
．村
の
衛
生
管
理

半
田 

　
裕
議
員

１
．水
田
活
用
の
直
接
支
払
い
交
付
金
の
見
直
し
を
見
越
し

た
農
業
支
援
の
検
討
を

２
．自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
状
況
は

宮
坂 

紀
博
議
員

１
．子
ど
も
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

２
．子
育
て

３
．住
環
境
整
備

松
下 

浩
史
議
員

１
．「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
５
年
目
再
審
査
の
結

果
を
ど
う
生
か
す
か

２
．土
日
祝
日
の
公
共
交
通

３
．コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ

宮
坂 

早
苗
議
員

１
．農
業
後
継
者
育
成
事
業
補
助
金
の
交
付
対
象
の
見
直
し

を
２
．部
活
指
導
者
の
人
材
確
保
の
取
組
み
は

３
．平
和
教
育
の
推
進
、
現
地
派
遣
の
必
要
が
あ
る
の
で
は

４
．原
村
人
づ
く
り
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
の
見
直
し
を

百
瀨 

嘉
德
議
員

１
．新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

２
．道
路
網
の
整
備

佐
宗 

利
江
議
員

１
．中
学
生
の
進
路
状
況
に
つ
い
て

２
．図
書
館
２
階
の
今
後
の
利
用

３
．環
境
保
護

４
．も
み
の
湯
改
装

・
一
般
質
問
は
事
前
に
質
問
内
容
を
通
告
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

・
質
問
時
間
は
１
人
に
つ
き
質
問
答
弁
を
含
め
60
分
以
内
で
完
了
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
問
一
答
方
式
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
１
項
目
に
つ
き
２
回
ま
で
再
質
問
が
で
き
ま
す
。

一
般
質
問
全
文
の
閲
覧
お
よ
び
検
索
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
行
え
ま
す
。

6月
定例会

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
村
政
全
般
に
わ
た
り
、
執
行
機
関
で
あ
る

村
に
対
し
て
、
事
務
の
執
行
状
況
及
び
将
来
へ
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て

疑
問
点
を
た
だ
し
、
報
告
、
説
明
を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
６
月
定
例
会
で
は
10
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
村
政
課
題
へ
の
提
言
や

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
主
な
内
容
（
質
問
と
回
答
の
要

旨
）
を
掲
載
し
ま
す
。

一
般
質
問

10



一 般 質 問

問　
保
育
士
に
よ
る
虐
待

が
あ
っ
た
旨
の
手
紙
を
受

け
取
っ
て
い
る
。
幼
少
期

へ
の
誤
っ
た
指
導
は
生
涯

に
渡
っ
て
ト
ラ
ウ
マ
に

な
っ
て
し
ま
う
事
さ
え
あ

る
。
事
実
関
係
を
調
査
し
、

結
果
を
公
表
す
べ
き
。

教
育
長　
事
実
関
係
が
不

明
で
あ
り
、
私
が
把
握
し

て
い
る
限
り
事
案
は
発
生

し
て
い
な
い
。
小
中
学
校

で
も
当
然
起
こ
り
得
る
と

認
識
し
て
い
る
の
で
、

日
々
の
業
務
の
中
で
相
談

を
受
け
て
聞
き
取
り
し
た

い
。

問　
園
の
駐
車
場
が
砂
利

な
の
で
雨
が
降
る
と
水
溜

ま
り
が
で
き
、
園
児
等
が

歩
く
の
に
も
支
障
が
出
て

い
る
。
毎
日
使
う
場
所
な

の
で
直
ち
に
舗
装
す
べ
き
。

教
育
長　
計
画
す
る
が
現

時
点
で
は
優
先
順
位
は
下
。

問　
原
村
女
性
団
体
連
絡

協
議
会
（
事
務
局
は
教
育

委
員
会
）
等
に
よ
る
講
演

会
の
講
師
が
、
前
長
野
県

副
知
事
の
中
島
恵
理
氏
で

決
ま
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
村
長
の
教
育
委
員
会

職
員
へ
の
指
示
に
よ
っ
て

変
更
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
。
な
ぜ
変
え
る
よ

う
指
示
し
た
の
か
、
一
体

誰
に
対
し
て
の
忖そ

ん
度た

く
な
の

か
。

村
長　
こ
れ
は
非
常
に
個

人
の
名
誉
に
関
わ
る
こ
と

な
の
で
、
答
弁
は
控
え
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

保　育

教　育

■問
村
保
育
園
の
大
改
革
を

■答
園
児
・
保
護
者
に
向
き
合
う

■問村長の教育行政等への介入
■答今後も協議・調整を行う

中村 浩平 議員

問　
児
童
を
預
か
る
の
は

本
当
に
大
変
な
仕
事
で
あ

る
。
こ
の
た
め
保
育
課
長

を
創
設
し
、
園
長
は
課
長

職
と
す
べ
き
で
あ
る
。

教
育
長　
財
政
状
況
等
か

ら
慎
重
に
検
討
す
る
。

問　
道
路
の
改
良
、
補
修

の
後
、
交
通
量
の
増
加
や

県
外
車
の
流
入
が
見
ら
れ

る
と
の
住
民
か
ら
の
指
摘

が
あ
っ
た
。
生
活
道
路
で

は
地
元
住
民
や
通
学
路
と

し
て
利
用
す
る
児
童
生
徒
、

ま
た
歩
行
者
の
安
全
が
最

優
先
だ
。
注
意
喚
起
や
看

板
の
設
置
等
の
対
策
が
必

要
で
は
。

建
設
水
道
課
長　
以
前
も

質
問
が
あ
り
、
当
時
は
区

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
要
望
を
聞
い

た
上
で
と
回
答
し
た
が
、

対
策
が
後
手
に
回
っ
た
と

こ
ろ
は
あ
る
。
車
両
の
流

入
や
ス
ピ
ー
ド
の
抑
制
の

た
め
、
注
意
看
板
や
路
面

標
示
で
改
善
で
き
る
部
分

は
あ
る
。
区
の
要
望
や
現

地
状
況
を
把
握
し
、
有
効

な
手
段
を
考
え
た
い
。

子
ど
も
課
長　
教
育
委
員

会
と
し
て
は
、
該
当
箇
所

を
把
握
し
、
建
設
水
道
課

問　
有
線
放
送
未
加
入
世

帯
が
増
え
災
害
や
緊
急
時

の
広
報
連
絡
体
制
を
心
配

す
る
声
が
あ
る
。
未
加
入

世
帯
へ
の
加
入
促
進
策
は
。

総
務
課
長　
昨
年
度
転
入

者
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
た
。
有
線
放
送
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯

電
話
が
な
い
世
帯
、
深
夜

の
避
難
勧
告
等
に
も
有
効
。

今
年
度
か
ら
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
聞
け
る
方
法

を
検
討
し
て
い
る
。
広
報

は
ら
、
窓
口
対
応
等
で
引

き
続
き
未
加
入
世
帯
へ
の

加
入
促
進
を
積
極
的
に
努

め
て
い
き
た
い
。

交通安全

有線放送

■問
注
意
喚
起
や
看
板
設
置
を

■答
看
板
や
標
示
で
改
善
で
き
る

■問未加入世帯へ加入促進を
■答積極的に努めていきたい

北原 貴穂 議員

と
も
協
議
し
な
が
ら
、
学

校
を
通
じ
て
児
童
生
徒
や

保
護
者
に
状
況
を
周
知
し
、

歩
行
の
際
は
十
分
注
意
す

る
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い

き
た
い
。
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一 般 質 問

問　
村
の
農
業
の
将
来
像
、

10
年
、
20
年
先
を
ど
う
思

い
描
い
て
い
る
か
。

村
長　
後
継
者
の
い
な
い

農
家
が
年
々
増
加
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
中
で
、

新
規
就
農
者
の
農
業
継
承
、

技
術
の
強
化
な
ど
が
必
要
。

特
に
後
継
者
問
題
は
喫
緊

に
対
応
策
を
検
討
す
べ
き
。

個
人
的
に
は
所
有
と
経
営

の
分
離
が
検
討
す
べ
き
重

要
な
項
目
と
考
え
る
。

問　

主
力
品
目
の
セ
ル

リ
ー
に
連
作
障
害
が
あ
り

生
産
量
が
大
幅
に
減
少
し
、

作
物
転
換
な
ど
を
検
討
す

る
農
家
が
現
れ
始
め
て
い

る
。
セ
ル
リ
ー
を
中
心
と

し
た
高
原
野
菜
の
産
地
維

持
に
つ
い
て
、
ど
う
捉
え

今
後
に
繋
げ
て
行
く
か
。

村
長　
農
家
２
、
３
軒
が

作
物
転
換
す
る
と
聞
い
た
。

危
機
感
が
あ
り
、
こ
の
ま

問　
コ
ロ
ナ
禍
、
巣
籠
も

り
で
の
生
活
が
３
年
目
と

な
り
ゴ
ミ
も
増
加
傾
向
と

の
声
を
聴
く
。
ま
た
不
法

投
棄
物
は
年
間
60
ト
ン
に

上
が
り
処
理
費
も
年
々
か

さ
ん
で
い
る
状
況
を
踏
ま

え
て
、
処
理
困
難
物
の
定

期
回
収
の
考
え
は
あ
る
か
。

建
設
水
道
課
長　
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
関
係
で
実
施
で

き
な
か
っ
た
。
ゴ
ミ
の
問

題
で
も
あ
り
定
期
に
実
施

し
て
行
く
の
が
ベ
タ
ー
だ

と
認
識
す
る
、
実
施
方
法

な
ど
含
め
検
討
す
る
。

農　業

環　境

■問
当
村
農
業
の
将
来
像
は

■答
継
承
と
農
地
集
積・技
術
強
化

■問処理困難物回収の考えは
■答実施方策など検討したい

ま
で
は
立
ち
い
か
な
く
な

る
と
県
に
支
援
を
依
頼
し

て
い
る
。
単
一
品
目
に
特

化
せ
ず
に
ワ
イ
ン
用
ブ
ド

ウ
な
ど
他
の
品
目
の
栽
培

や
輪
作
、
農
地
集
積
な
ど

を
考
え
て
定
着
化
を
図
り

た
い
。

森山 岩光 議員

問　
遺
伝
子
が
破
壊
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
異
常
な

タ
ン
パ
ク
質
が
生
成
さ
れ
、

食
品
と
な
っ
た
と
き
に
ア

レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
す
可
能

性
が
あ
る
こ
と
や
、
ゲ
ノ

ム
編
集
に
よ
り
が
ん
に
な

り
や
す
く
な
る
こ
と
な
ど

最
近
に
な
っ
て
明
ら
か
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
子
ど
も

た
ち
を
、
安
全
性
が
確
立

し
て
い
な
い
新
技
術
に
よ

り
つ
く
ら
れ
た
食
品
の
モ

ル
モ
ッ
ト
に
し
て
は
な
ら

な
い
と
強
く
感
じ
る
。
こ

れ
ら
の
食
品
へ
の
安
全
性

に
対
す
る
考
え
は
。

村
長　
国
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

切
断
は
自
然
界
で
も
長
期

的
な
変
化
の
中
で
起
こ
り

得
る
も
の
で
あ
り
、
本
技

術
は
自
然
界
の
変
化
を
人

の
手
に
よ
り
短
期
的
に

行
っ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い

と
解
し
、
従
来
の
作
物
等

へ
の
品
種
改
良
と
ゲ
ノ
ム

編
集
と
の
間
に
違
い
を
見

問　
ゲ
ノ
ム
編
集
さ
れ
た

ト
マ
ト
苗
を
開
発
し
た
企

業
が
、
希
望
す
る
小
学
校

や
福
祉
施
設
に
、
無
償
で

配
布
す
る
計
画
を
発
表
し

た
と
こ
ろ
、
受
け
取
ら
な

い
と
し
て
い
る
自
治
体
が

あ
る
が
、
原
小
学
校
は
。

教
育
長　
安
全
性
を
第
一

に
し
な
い
と
い
け
な
い
。

特
に
食
に
関
す
る
こ
と
で

あ
り
、
食
べ
た
と
き
に
、

子
ど
も
の
健
康
に
対
し
て

害
が
あ
る
の
か
な
い
の
か

科
学
的
見
地
、
証
拠
な
ど

が
明
確
に
な
ら
な
い
も
の

は
扱
う
べ
き
で
は
な
い
だ

ろ
う
と
私
は
考
え
て
い
る
。

食の安全

教　育

■問
食
品
の
安
全
性
ど
う
考
え
る

■答
国
の
見
解
踏
ま
え
対
応
す
る

■問ゲノム編集トマト苗考えは
■答安全性が明確ではない段階

い
だ
す
こ
と
は
難
し
い
と

の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

人
体
に
与
え
る
影
響
を
証

明
す
る
科
学
的
根
拠
を
示

す
こ
と
は
困
難
。
保
健
福

祉
事
務
所
と
連
携
し
、

県
・
国
の
見
解
を
踏
ま
え

対
応
し
て
い
く
予
定
。

平出 敏廣 議員
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一 般 質 問

半田 裕 議員

問　
今
後
電
子
申
請
は
ど

う
進
ん
で
行
く
の
か
。

総
務
課
長　
大
き
く
４
つ

①
庁
内
の
無
線
化
、
オ
ン

ラ
イ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

会
議
②
電
子
決
済
シ
ス
テ

ム
導
入
③
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
④
村
Ｈ
Ｐ

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
特
に

電
子
申
請
は
令
和
５
年
３

月
末
ま
で
に
１
０
０
％
電

子
化
を
目
指
す
。

問　
今
後
の
村
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
活
用
方
法
は
。

総
務
課
長　
緊
急
情
報
以

外
の
情
報
発
信
を
今
後
検

討
し
て
い
く
。

問　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
の

た
め
に
リ
ッ
チ
メ
ニ
ュ
ー

（
下
部
に
出
る
選
択
内
容
）

や
自
動
で
質
問
に
返
信
し

す
る
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の

導
入
も
検
討
を
。

問　
住
民
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

問　
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
実
施
へ
の
課
題
と

対
応
は
。

農
林
課
長　
現
状
各
農
家

の
判
断
で
作
付
が
行
わ
れ

て
い
る
た
め
実
施
す
る
と

す
れ
ば
地
域
の
営
農
組
合

等
の
組
織
が
必
要
。

問　
集
落
営
農
組
織
の
立

ち
上
げ
の
た
め
に
村
で
の

支
援
が
必
要
で
は
。

農
林
課
長　
営
農
組
織
の

必
要
性
を
関
係
農
家
の
方

に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

が
課
題
。
相
談
が
あ
れ
ば

農
林
課
で
対
応
し
て
い
く
。

行　政

農　業

■問
自
治
体
Ｄ
Ｘ
今
後
の
取
組
は

■答
電
子
申
請
を
増
や
し
て
い
く

■問水田活用見直しへの対応は
■答県と連携して実施

育
や
環
境
整
備
は
。

総
務
課
長　
中
央
公
民
館

で
の
講
座
を
予
定
。
区
公

民
館
へ
の
Ｗ
ｉ
‒
Ｆ
ｉ
整

備
に
つ
い
て
は
補
助
金
を

案
内
し
て
い
る
。

問　
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
示
さ
れ
た
が
、
対
応
は 

教
育
長　
自
治
体
に
合
っ

た
体
制
づ
く
り
、
支
援
の

方
法
の
検
討
を
進
め
る
。

問　
顧
問
の
先
生
が
、
や

り
た
い
事
が
出
来
な
い
、

や
り
た
く
な
い
事
を
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
、

指
導
者
不
足
の
原
因
の
1

つ
だ
と
考
え
る
が
。

教
育
長　
指
導
を
希
望
す

る
教
職
員
は
、
兼
業
を
認

め
る
。
強
化
の
人
材
は
課

題
だ
。

問　
強
化
を
目
指
す
こ
と

で
、
た
だ
や
っ
て
み
た
い
、

な
ん
と
な
く
経
験
し
て
み

た
い
生
徒
に
と
っ
て
は
、

部
活
離
れ
を
助
長
し
な
い

か
。

教
育
長　
教
職
員
の
働
き

方
改
革
が
ベ
ー
ス
に
あ
る

問　
子
ど
も
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、
石
綿
含
有

建
材
や
、
建
材
高
騰
に
よ

る
影
響
は
な
い
か
。

子
ど
も
課
長　
石
綿
は
対

応
済
み
。
建
材
の
確
保
は

業
者
に
確
認
し
て
い
る
。

問　
確
認
申
請
業
務
の
確

認
済
証
の
交
付
を
受
け
て

い
る
か
。
追
加
工
事
の
予

定
は
あ
る
か
。

子
ど
も
課
長　
擁
壁
、
駐

車
場
な
ど
の
外
構
工
事
は
、

す
べ
て
含
ま
れ
て
お
り
、

今
の
と
こ
ろ
予
定
に
な
い
。

部活動

児童福祉

■問
地
域
移
行
の
対
応
は

■答
人
材
と
財
源
が
課
題
だ

■問建設の進捗状況は
■答工期中に完成する

宮坂 紀博 議員

が
、
目
的
は
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
心
身
の
健
康
を
増

進
さ
せ
る
こ
と
。
多
様
な

子
供
を
受
け
入
れ
る
体
制

が
求
め
ら
れ
る
。
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一 般 質 問

農業後継

問　
国
は
、
部
活
動
指
導

員
確
保
を
１
校
あ
た
り
３

人
ま
で
支
援
す
る
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
今
年
に

関
し
て
は
、
１
人
も
確
保

出
来
て
い
な
い
の
が
現
状
。

　
今
後
、
指
導
員
、
指
導

者
の
人
材
確
保
は
で
き
る

の
か
。

教
育
長　
人
材
確
保
が
で

き
る
か
ど
う
か
、
町
村
レ

ベ
ル
の
自
治
体
で
は
、
大

き
な
課
題
。
令
和
５
年
度

は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
部
活
指

導
候
補
者
は
い
る
。
指
導

員
は
、
職
員
配
置
に
も
関

連
す
る
。
既
存
の
団
体
に

も
協
力
を
呼
び
か
け
、
人

材
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
。

問　
指
導
者
の
育
成
は
、

新
た
な
資
源
と
な
る
。
資

格
、
研
修
費
用
の
支
援
を
。

村
長　
教
育
委
員
会
関
係

の
指
導
者
育
成
、
住
民
の

健
康
維
持
増
進
と
い
う
事

も
含
め
て
協
議
し
て
い
く
。

問　
農
業
後
継
者
育
成
補

助
金
の
対
象
は
、
認
定
農

業
者
の
後
継
者
と
し
て
経

営
を
行
う
50
歳
以
下
の
者

へ
の
補
助
金
。
現
状
は
、

兄
弟
夫
婦
で
農
業
に
従
事

す
る
住
民
は
多
い
。
後
継

者
の
確
保
が
で
き
て
い
る

農
家
は
、
４
１
４
戸
の
う

ち
１
０
２
戸
と
少
な
い
。

補
助
対
象
を
拡
大
し
て
は
。

農
林
課
長　
後
継
者
不
足

は
大
き
な
問
題
。
国
で
は
、

年
齢
要
件
55
歳
、
早
期
退

職
、
新
規
就
農
、
親
元
就

農
の
可
能
性
な
ど
が
あ
り
、

ま
す
ま
す
必
要
に
な
る
。

併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

人材育成

■問
部
活
指
導
者
の
人
材
確
保
は

■答
来
年
度
は
確
保
し
て
い
る

■問補助金対象の拡大を
■答後継者確保に取り組む

問　
人
づ
く
り
事
業
の
対

象
を
、
村
内
の
中
学
生
と

高
校
生
へ
の
見
直
し
を
。

村
長　
制
定
当
時
と
社
会

経
済
情
勢
が
大
分
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。
令
和
５
年

度
に
見
直
し
を
す
る
。

宮坂 早苗 議員

問　
セ
ロ
リ
ン
号
は
平
日

の
み
で
土
日
祝
日
の
運
行

は
な
い
。
今
後
、
土
日
祝

日
の
運
行
の
考
え
は
。

商
工
観
光
課
長　
平
成
25

年
の
運
行
開
始
の
際
に
も

土
日
祝
日
の
運
行
に
つ
い

て
は
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、

生
活
す
る
上
で
最
低
限
必

要
な
足
の
確
保
と
い
う
方

針
で
運
行
し
て
い
く
こ
と

に
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

今
後
も
財
政
負
担
等
を
考

え
る
と
、
同
様
の
方
針
で
、

現
状
の
運
行
日
で
検
討
し

て
い
る
。

問　
第
5
次
総
合
計
画
で

は
電
車
、
高
速
バ
ス
を
利

用
し
て
原
村
を
訪
れ
る
観

光
客
の
二
次
交
通
が
課
題

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

村
長　
八
ヶ
岳
観
光
圏
で

行
っ
て
い
た
小
淵
沢
～
原

の
バ
ス
の
赤
字
に
よ
る
廃

問　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
屋

内
体
育
施
設
の
利
用
が
難

し
い
。
健
康
促
進
・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
の
た
め
、
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る

よ
う
、
公
園
等
の
屋
外
施

設
充
実
を
図
る
べ
き
で
は
。

教
育
長　
公
民
館
の
改
修

や
運
動
広
場
等
の
健
康
増

進
に
関
す
る
補
助
金
の
説

明
を
5
月
に
開
催
し
た
研

修
会
で
行
い
、
積
極
的
な

活
用
を
お
願
い
し
た
。
各

区
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な

が
ら
進
め
て
い
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と

考
え
て
い
る
。

公共交通

公園整備

■問
土
日
祝
日
の
運
行
は

■答
現
状
の
運
行
日
で
検
討

■問もっと気軽にスポーツを
■答健康促進に大事な視点

止
や
富
士
見
駅
着
あ
ず
さ

の
本
数
減
な
ど
、
公
共
交

通
で
の
原
村
へ
の
ア
ク
セ

ス
は
厳
し
い
現
状
。
今
後

は
、
実
証
運
行
を
含
め
た

中
で
、
ど
う
い
う
形
が
良

い
か
考
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
課
題
と
思
っ
て
い
る
。

松下 浩史 議員
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一 般 質 問

コロナ

問　
村
中
心
部
に
集
め
た

公
共
施
設
の
安
全
利
用
の

た
め
、
歩
道
等
の
新
設
が

図
書
館
側
と
保
育
園
側
に

必
用
と
思
う
が
。

建
設
水
道
課
長　
教
員
住

宅
の
跡
地
に
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
が
出
来
て
道
路

の
利
用
が
進
む
の
で
、
道

路
の
拡
幅
や
歩
道
設
置
等

の
検
証
し
な
が
ら
安
全
確

保
を
検
討
し
た
い
。

問　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
西
か
ら
ア
ヤ
メ
園
へ

の
道
路
整
備
が
必
要
で
は
。

建
設
水
道
課
長　
今
後
の

利
用
状
況
や
要
望
等
を
考

慮
し
な
が
ら
歩
道
設
置
を

含
め
て
検
討
し
た
い
。

問　
村
中
心
部
と
中
央
高

原
入
口
信
号
機
を
結
ぶ
道

路
の
新
設
を
計
画
し
た
ら

ど
う
か
。

問　
コ
ロ
ナ
４
回
目
接
種

の
実
施
時
期
は
。
ま
た
、

実
施
に
あ
た
っ
て
の
体
制

整
備
は
進
ん
で
い
る
か
。

保
健
福
祉
課
長　
３
回
目

接
種
後
５
ヶ
月
以
上
経
過

者
で
、
60
歳
以
上
の
方
で

重
症
化
予
防
の
た
め
と
、

18
歳
か
ら
60
歳
未
満
で
基

礎
疾
患
の
あ
る
方
を
対
象

に
７
月
か
ら
行
う
。
接
種

の
方
法
は
、
前
回
と
同
様

に
、
集
団
接
種
と
医
療
機

関
接
種
で
行
う
。
円
滑
に

実
施
し
た
い
。
詳
し
い
日

程
が
決
ま
り
次
第
該
当
者

に
連
絡
す
る
。

道　路

■問
村
中
心
部
の
道
路
網
整
備
は

■答
利
用
状
況
を
検
証
し
た
い

■問４回目ワクチン接種は
■答７月から住民接種を予定

建
設
水
道
課
長　
道
路
新

設
を
考
え
る
と
、
家
屋
の

移
転
と
か
橋
梁
建
設
等
大

き
な
予
算
が
伴
う
、
都
市

計
画
を
行
っ
て
い
な
い
村

で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
実

現
が
困
難
。

佐宗 利江 議員 環境保護

問　
現
状
と
今
後
の
予
定
。

商
工
観
光
課
長　
建
築
後

30
年
が
経
過
し
て
い
る
。

今
後
も
健
全
に
使
用
で
き

る
よ
う
維
持
管
理
を
行
い

長
寿
命
化
計
画
を
図
る
。

躯
体
、
内
装
等
す
べ
て
調

査
し
実
施
す
る
。

問　
老
朽
化
、
清
潔
さ
、

サ
ー
ビ
ス
、
料
金
と
い
っ

た
問
題
点
の
解
決
は
。

商
工
観
光
課
長　
サ
ー
ビ

ス
、
料
金
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

村
長　
来
年
度
の
調
査
結

果
を
見
て
重
要
度
、
緊
急

度
を
勘
案
し
改
修
計
画
を

検
討
。
費
用
面
も
し
っ
か

り
考
え
た
い
。

問　
改
装
へ
の
期
待
も
多

い
が
今
後
の
展
望
は
。

村
長　
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光

問　
人
口
の
増
加
に
伴
い

森
林
伐
採
が
進
ん
で
い
る
。

農
林
課
長　
エ
コ
ー
ラ
イ

ン
上
は
30
％
の
伐
採
を
認

め
、
そ
れ
以
上
は
切
っ
た

分
植
え
て
も
ら
う
。

問　
も
っ
と
多
く
の
木
が

切
ら
れ
住
宅
地
の
よ
う
だ
。

建
設
水
道
課
長　
条
例
の

見
直
し
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。

村
長　
全
庁
的
に
悩
ん
で

い
る
。
移
住
交
流
事
業
の

リ
ミ
ッ
ト
の
見
極
め
を
考

え
る
時
期
に
来
た
。

もみの湯

■問
改
装
の
具
体
的
内
容

■答
Ｒ
６
年
度
全
面
改
修
予
定

■問人口増へ環境変化の対策は
■答移住交流事業の見直し

客
は
最
盛
期
の
半
分
以
下

で
今
後
も
続
く
と
考
え
る
。

観
光
シ
ー
ズ
ン
の
蓄
え
が

な
く
な
り
収
益
構
造
が
大

き
く
変
化
。
村
民
の
皆
さ

ん
に
継
続
し
て
利
用
し
て

も
ら
い
な
が
ら
の
採
算
性

の
確
保
が
緊
急
の
課
題
。

百瀨 嘉德 議員
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声を かせてください
「住民に開かれた議会」をめざし、「広聴」の機会づくりに努めます。

みなさん
の

発
行

／
原

村
議

会
　

編
集

／
議

会
広

報
・

広
聴

特
別

委
員

会
〒

391-0192 長
野

県
諏

訪
郡

原
村

6549番
地

１
TEL・

FA
X 0266-79-7951　

E-m
ail　

gisen@
vill.hara.lg.jp

印
刷

／
ヤ

ジ
マ

プ
リ

ン
ト

2022年（
令

和
４

年
）８

月
20日

 発
行

150
議

会
だ

よ
り
議会の傍聴に

お出かけください
次の定例会は

８月26日（金）
開会予定です

・�役場２階総務課前で受付後、
傍聴席にお越しください。

・�会期中は委員会の傍聴もでき
ます。

［�問い合わせ］ 
議会事務局　☎0266-79-7951

　
最
短
の
梅
雨
期
間
を
記
録
し
梅
雨
明
け
と
な
り
、
猛
暑
日
の

連
続
で
、
隣
地
区
の
区
長
さ
ん
か
ら
「
堤
の
水
が
心
配
で
朝
夕

の
水
量
管
理
に
行
っ
て
い
る
。」
と
伺
っ
た
。
戻
り
梅
雨
で
水

不
足
も
解
消
し
た
の
で
は
と
感
じ
る
が
、
寒
暖
の
差
が
今
後
の

農
作
物
に
ど
ん
な
影
響
が
出
る
の
か
も
案
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
冬
場
の
原
油
価
格
高
騰
以
来
、
農
業
資
材
、
飼
料
、
肥
料
の

値
上
げ
に
つ
い
て
、
農
業
者
さ
ん
か
ら
は
、
資
材
等
の
購
入
品

の
値
上
が
り
分
を
販
売
価
格
に
は
反
映
で
き
な
い
た
め
、
支
援

体
制
を
考
え
て
欲
し
い
と
の
声
が
あ
る
。
生
活
面
に
お
い
て
も
、

食
料
品
、
乳
製
品
、
小
麦
粉
関
連
商
品
等
も
続
い
て
値
上
が
り

し
食
卓
に
出
す
お
か
ず
を
減
ら
す
な
ど
大
変
だ
と
の
声
も
あ
る
。

コ
ロ
ナ
感
染
は
「
第
７
波
」
の
急
拡
大
と
な
り
、
政
府
も
ワ
ク

チ
ン
接
種
対
象
者
を
当
初
計
画
よ
り
拡
大
す
る
と
発
表
し
た
。

当
村
も
第
４
回
目
接
種
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。�

（
平
出
記
）

編
集
後
記

議
会
広
報
・
広
聴
特
別
委
員
会

委
員
長　
宮
坂　
早
苗

副
委
員
長　
百
瀨　
嘉
德

委　
　
員　
森
山　
岩
光

委　
　
員　
松
下　
浩
史

委　
　
員　
平
出　
敏
廣

時田　聖矢 さん（菖蒲沢）

　私は原村で育ち、毎日生き生きと生活できているこの環境に感
謝しています。しかし、最近は新型コロナウイルスの影響で様々
な行事が中止となり地区や村内の交流が減り、若い人達や子ども
達の交流ができていないと感じています。
　そこで、まず自分の住んでいる菖蒲沢区で若い人達の交流の場
や子ども達が安心して遊べる企画をしたいです。それにより、若
い人は住みやすく、子ども達にはたくさんの思い出を作ってもら
い、一緒に楽しみながら原村を好きになってもらいたいです。
今後も住み続けたい・帰ってきたい原村になるよう、活動をして
いきたいと思います。

　住民の皆様から意見や感想など幅広くお聴きし、開かれた議会、手に
取ってもらえる議会だよりを目指し、「議会だよりモニター」を募集し
ます。
　住民の皆様のご理解により「議会だより」は昭和60年４月創刊以来、
今号で150号を迎えます。ありがとうございます。

■モニターの仕事
・�議会だよりについて意見を述べ

る
・アンケート調査に協力
・モニター連絡会議に出席
� など

■資　格　�村内にお住まいの 
中学生以上の方

■人　数　15人以内
■任　期　２年
■締　切　令和４年９月20日（火）
詳しくは議会ホームページまたは
事務局までお問い合わせください。

議会だよりモニターを募集します


